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本製品を安全にお使いいただくために、お使いになる前に本製品のマニュアルを必ずお読みくだ
さい。本製品のマニュアルの内容に反した取り扱いは故障や事故の原因になります。本製品のマ
ニュアルは、製品の不明点をいつでも解決できるように手元に置いてください。

インクジェットプリンター共通のシートのため、お使いの製品に搭載されていない部品の説明
も含まれています。

記号の意味
本製品のマニュアルでは、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
危険を伴う操作やお取り扱いを次の記号で警告表示しています。内容をご理解の上で本文をお読
みください。

A
この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。

B
この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が傷害を負う可能性および
財産の損害の可能性が想定される内容
を示しています。

必ず行っていただきたい事項（指示、
行為）を示しています。

製品が水に濡れることの禁止を示して
います。

してはいけない行為（禁止行為）を示
しています。

特定の場所に触れることの禁止を示し
ています。

分解禁止を示しています。 電源プラグをコンセントから抜くこと
を示しています。

濡れた手で製品に触れることの禁止を
示しています。

設置

B
本製品を持ち上げる際は、無理のない姿勢
で作業してください。
無理な姿勢で持ち上げると、けがをするお
それがあります。
本製品を移動する際は、左右の下部を両手
で持ち、水平な状態で移動してください。
傾けたり立てたりすると、スキャナーユニッ
トが開いて、けがをするおそれがあります。

不安定な場所、他の機器の振動が伝わる場
所に設置・保管しないでください。
落ちたり倒れたりして、けがをするおそれ
があります。
油煙やホコリの多い場所、水に濡れやすい
など湿気の多い場所に置かないでください。
感電・火災のおそれがあります。

使用上のご注意
インクジェットプリンター

静電気
静電気の発生しやすい場所でお使いになるときは、静電気防止マットなどを使用して、静電気の
発生を防いでください。

電源

A
電源プラグをコンセントから抜くときは、
コードを引っ張らずに、電源プラグを持っ
て抜いてください。
コードの損傷やプラグの変形による感電・
火災のおそれがあります。
電源プラグは定期的にコンセントから抜い
て、刃の根元、および刃と刃の間を清掃し
てください。
電源プラグを長期間コンセントに差したま
まにしておくと、電源プラグの刃の根元に
ホコリが付着し、ショートして火災になる
おそれがあります。
電源プラグは刃の根元まで確実に差し込ん
で使用してください。
感電・火災のおそれがあります。

AC100V以外の電源は使用しないでくだ
さい。
感電・火災のおそれがあります。
電源プラグは、ホコリなどの異物が付着し
た状態で使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。
電源コードのたこ足配線はしないでください。
発熱して火災になるおそれがあります。
家庭用電源コンセント（AC100V）から直
接電源を取ってください。
破損した電源コードを使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。
電源コードが破損したときは、エプソンの
修理窓口に相談してください。
また、電源コードを破損させないために、
以下の点を守ってください。
•	 電源コードを加工しない
•	 電源コードに重いものを載せない
•	 無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ
たりしない

•	 熱器具の近くに配線しない
付属の電源コード以外は使用しないでくだ
さい。また、付属の電源コードを他の機器
に使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで
ください。
感電のおそれがあります。

B
長期間ご使用にならないときは、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。

裏面に続く
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取り扱い

A
液晶ディスプレイが破損したときは、中の
液晶に十分注意してください。
万一以下の状態になったときは、応急処置
をしてください。
•	 皮膚に付着したときは、付着物を拭き取
り、水で流し石けんでよく洗い流してく
ださい。

•	 目に入ったときは、きれいな水で最低15
分間洗い流した後、医師の診断を受けて
ください。

•	 飲み込んだときは、水で口の中をよく洗
浄し、大量の水を飲んで吐き出した後、
医師に相談してください。

煙が出たり、変なにおいや音がするなど異
常状態のまま使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。
異常が発生したときは、すぐに電源を切り、
電源プラグをコンセントから抜いてから、
販売店またはエプソンの修理窓口に相談し
てください。
アルコール、シンナーなどの揮発性物質の
ある場所や火気のある場所では使用しない
でください。
感電・火災のおそれがあります。
可燃ガスおよび爆発性ガス等が大気中に存
在するおそれのある場所では使用しないで
ください。また、本製品の内部や周囲で可燃
性ガスのスプレーを使用しないでください。
引火による火災のおそれがあります。
お客様による修理は、危険ですから絶対に
しないでください。

各種ケーブルは、マニュアルで指示されて
いる以外の配線をしないでください。
発火による火災のおそれがあります。
また、接続した他の機器にも損傷を与える
おそれがあります。
開口部から内部に、金属類や燃えやすい物
などを差し込んだり、落としたりしないで
ください。
感電・火災のおそれがあります。

異物や水などの液体が内部に入ったときは、
そのまま使用しないでください。
感電・火災のおそれがあります。
すぐに電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜いてから、販売店またはエプソン
の修理窓口に相談してください。

マニュアルで指示されている箇所以外の分
解は行わないでください。

製品内部の、マニュアルで指示されている
箇所以外には触れないでください。
感電や火傷のおそれがあります。
雷が鳴り出したら、電源コンセントや電話
回線に接続されている機器（製品本体、電
源コード、電話線）に触れないでください。
感電のおそれがあります。
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B
本製品を移動する際は、電源を切り、電源プラ
グをコンセントから抜き、全ての配線を外し
たことを確認してから行ってください。
コードが傷つくなどにより、感電・火災の
おそれがあります。
各種ケーブルを取り付ける際は、取り付け
る向きや手順を間違えないでください。
火災やけがのおそれがあります。マニュア
ルの指示に従って、正しく取り付けてくだ
さい。
スキャナーユニットやADFを開閉するとき
は、手や指を挟まないように注意してくだ
さい。
けがをするおそれがあります。

詰まった用紙を取り除く際は、用紙や用紙
カセット / 用紙トレイを無理に引き抜かな
いでください。また、不安定な姿勢で作業
しないでください。
急に用紙や用紙カセット / 用紙トレイが引
き抜けると、勢いでけがをするおそれがあ
ります。
本製品の上に乗ったり、重いものを置かな
いでください。
特に、子どものいる家庭ではご注意くださ
い。倒れたり壊れたりして、けがをするお
それがあります。また、ガラス部分が割れ
てけがをするおそれがあります。
電源投入時および印刷中は、排紙ローラー
部に指を近付けないでください。
指が排紙ローラーに巻き込まれ、けがをす
るおそれがあります。用紙は、完全に排紙
されてから手に取ってください。
本製品を保管・輸送するときは、傾けたり、
立てたり、逆さまにしないでください。
インクが漏れるおそれがあります。

印刷用紙の端を手でこすらないでください。
用紙の側面は薄く鋭利なため、けがをする
おそれがあります。

インクカートリッジ

B
インクが皮膚に付着したときや目や口に
入ったときは、以下の処置をしてください。
•	 皮膚に付着したときは、すぐに水や石け
んで洗い流してください。

•	 目に入ったときは、すぐに水で洗い流し
てください。そのまま放置すると目の充
血や軽い炎症を起こすおそれがあります。
異常がある場合は、速やかに医師に相談
してください。

•	 口に入ったときは、速やかに医師に相談
してください。

インクカートリッジは、子どもの手の届か
ない場所に保管してください。

インクカートリッジは強く振ったり落とし
たりしないでください。また、側面を強く
押したりラベルを剥がしたりしないでくだ
さい。
インクが漏れるおそれがあります。

インクカートリッジを分解しないでください。
分解するとインクが目に入ったり皮膚に付
着するおそれがあります。


